
卒業生は：生涯にわたり自ら学ぶ態度をもち、自己研鑽
を続けることができる。

卒業生は：基礎・臨床研究に興味をもち、自ら問題を
発見し、論理的思考で 、 問題解決をはかることができ
る。

卒業生は：国際的な視野をもちつつ、地域の実情に合
った医療を実践できる。

卒業生は：保健・医療・福祉に関する制度や業務を理
解し、その改善に貢献できる。

1. 疾病の予防に貢献できる。
2. 患者への健康教育を実践できる。
3. 地域の保健指導を実践できる。
4. 検診、スクリーニングの重要性を理解し実践ができる。
5. 厚生・行政の概要を理解し役割を果たすことができる。
6. 社会福祉、保険制度を理解し実践できる。

卒業生は：基本的な診療を指導医の監督下で実践でき
る。
1. 基本的診療と手技ができる。
2. 診断と治療に必要な検査を選択し、データを解釈できる
3. 適切な診断ができる。
4. 適切な治療計画が立てられる。
5. 診療記録を適切に記載し、プレゼンテーションできる。
6. チーム医療の重要性を理解し、安全な医療を実践できる。

卒業生は：患者・利用者の価値観や背景を理解し、個
別性を尊重できる。プロフェッショナルにふさわしい
倫理観をもち、礼節ある態度を示すことができる。
1. 法的責任・規則を遵守できる。
2. 患者中心の視点をもち、利他的、共感的に対応できる。
3. 多様な価値観や文化的背景を理解し患者・利用者の個別
性に配慮できる。

4. 患者・利用者に対して正直、誠実であり、礼儀正しく振
る舞うことができる。

5. 研究・医療倫理、医療安全、守秘義務、説明責任を理解
し実践できる。

卒業生は：患者・家族及び医療従事者間で適切なコミ
ュニケーションをとることができる。

新潟大学医学部医学科の使命（ミッション）
医学を通して人類の幸福に貢献する

新潟大学医学部医学科の学習成果（アウトカム）
新潟大学医学部医学科生は卒業時に以下のコンピテンシーを達成します

Ⅷ 自己研鑽•生涯学習

Ⅶ リサーチマインド

Ⅵ 地域医療と国際性

Ⅳ 診療の実践

Ⅲ 倫理観と人間性

Ⅱ 医学の専門的な知識

Ⅴ 保健•医療•福祉への貢献

1. 患者・家族、医師及び他医療職種間と良好な関係を形成
し、正確な情報の収集・伝達ができる。

2. 患者・家族に傾聴、共感、支持的態度を示し、適切な診
療ができる。

3. 英語を用いて患者と基本的なコミュニケーションをとる
ことができる。

卒業生は：以下の医学に関する知識を有し実践に応用
できる。

1. 地域の実情（伝統や風習）を踏まえた地域医療を実践で
きる。

2. 語学に堪能で国際的な視野をもって行動できる。
3. 国際保健に関心をよせ情報収集し、課題解決に取組める。
4. 海外の学生と積極的に交流できる。

1. 基礎・臨床研究に興味をもち、研究に取り組むことがで
きる。

2. 自ら未知・未解決な問題を発見し、論理的思考により研
究を推進し、問題解決できる。

3. 研究についてプレゼンテーションができ、新しい知見を
発信できる。

1. 自己主導型学習により課題を設定し、その解決のために
正しく情報を検索し、課題解決できる。

2. 自己評価と振り返りを通して生涯学習を継続できる。
3. 現場での実践を通して自己の向上を図ることができる。
4. 探究心、向学心、向上心をもち続けられる。

1. 各臓器の構造と機能
2. 心理・行動
3. 病態生理
4. 診断と治療
5. 疫学

6. 医薬品と薬理作用
7. 医療機器（予防・保健・
福祉・医療）

8. 医療行政
9. 医療経済

Ⅰ コミュニケーション
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